
全
入
時
代
を
積
極
的
に
と
ら
え
た
い

大
学
審
答
申
（
一
九
九
八
年
十
月
二
十
六
日
）
は
、
二
〇
〇
九
年

に
大
学
志
願
者
と
大
学
定
員
総
数
と
が
同
水
準
と
な
り
、
数
字
上
、

大
学
進
学
希
望
者
全
員
が
入
学
可
能
と
な
る
と
予
測
し
た
。
こ
れ
が

「
大
学
全
入
時
代
」の
語
源
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
中
教
審
答
申（
一

九
九
九
年
十
一
月
中
間
報
告
、
十
二
月
最
終
答
申
）
が
い
う
よ
う
な

受
験
競
争
が
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
単
純
な
見
方
で
は
済
ま
な
い
。
も

っ
と
重
要
な
問
題
や
意
味
が
あ
る
（
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
特
に
高
校

生
・
大
学
生
の
側
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
検
討
す
る
）。

他
方
、
と
く
に
私
大
教
職
員
の
全
入
時
代
に
対
す
る
受
け
と
め
方

は
、
概
し
て
デ
ス
ペ
レ
イ
ト
で
消
極
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

事
実
、
学
生
募
集
の
困
難
さ
が
増
大
し
、
定
員
割
れ
や
大
学
が
潰
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
的
事
態
が
生
じ
、
ま
た
実
際
、
解
雇

事
件
が
お
こ
る
な
ど
身
分
や
雇
用
の
不
安
に
直
面
し
て
い
る
大
学
・

短
大
の
状
況
が
あ
る
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
全
入
時
代
を
も
っ
と
積
極
的
に
と
ら
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
こ
そ
真
の
大
学
改
革
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
勿
論
、
個
別
大
学
の
み
で
、
ま
た
一
校
生
き
残
り
的
発
想
で
は
実

現
で
き
な
い
。財
政
・
教
育
研
究
条
件
や
大
学
格
差
問
題
を
含
め
て
、

日
本
の
大
学
の
在
り
方
総
体
の
改
革
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
な
改
革

の
意
志
・
展
望
を
も
っ
て
、
全
大
学
が
共
同
し
て
追
求
す
る
こ
と
。

そ
れ
が
、
大
学
全
入
時
代
の
必
然
的
で
積
極
的
な
意
味
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
志
願
者
・
入
学
者
の
実
数
は
減
っ
て

い
る
が
志
願
率
・
入
学
率
は
年
々
あ
が
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
国
民

の
高
等
教
育
に
対
す
る
進
学
・
教
育
要
求
の
高
ま
り
が
認
め
ら
れ

東海高等教育研究所
１９９９年度第１回研究会

中
京
女
子
大
学

新
村

洋
史

大
学
全
入
時
代
の
学
生
と
教
育
の
課
題

し
ん
む
ら
・
ひ
ろ
し
�
一
九
四
三

年
、静
岡
県
生
ま
れ
�
主
な
論
文
、

著
書
に『
大
学
再
生
の
条
件
』（
共

著
）
大
月
書
店
、
一
九
九
一
年
、

『
何
の
た
め
の
大
学
評
価
か
』

（
共
著
）
大
月
書
店
、
一
九
九
四

年
、
『
人
権
の
時
代
』
青
山
社
、
一
九
九
九
年
、
『
大
学
ビ
ッ

グ
バ
ン
と
教
員
任
期
制
』（
共
著
）青
木
書
店
、
一
九
九
八
年
、

『
人
間
文
化
の
創
造
』
（
共
著
）
国
土
社
、
一
九
九
七
年
。
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る
。

国
民
・
学
生
に
と
っ
て
の
全
入
時
代
の
意
味

全
入
時
代
は
国
民
に
と
っ
て
肯
定
的
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
は
歴
史

的
・
社
会
的
な
客
観
的
基
盤
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か

の
根
拠
・
要
因
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。

�
欧
米
を
は
じ
め
世
界
的
に
高
等
教
育
を
求
め
る
人
口
は
増
え
て

い
る
。
そ
れ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
」
（
Ｕ
Ｎ
）
と
い
う
国
家
・
社

会
の
要
請
と
も
な
っ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
の
二
一
世
紀
の
大
学
像
を

し
め
す
「
高
等
教
育
世
界
宣
言
」
も
、
全
て
の
人
々
が
高
等
教
育
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が

今
日
と
二
一
世
紀
の
大
学
政
策
に
つ
い
て
の
国
際
基
準
で
あ
る
こ
と

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

�
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
不
況
や
失
業
者
の
増
大
化
と
い
う

経
験
の
な
か
で
、
高
度
の
教
養
、
学
力
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
市
民
の
ニ
ー
ズ
と
な
り
、
先
進
諸
国
で
は
高
等
教
育
改
革
や
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
、
フ
ァ
ー
ザ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（further

education

）
が
発
展
し
た
。
日
本
も
国
際
水
準
並
に
公
的
高
等
教
育

費
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
�

。

�
全
入
時
代
の
大
学
は
、
専
門
教
育
を
自
覚
的
に
求
め
る
「
伝
統

的
学
生
」
よ
り
も
、
生
涯
目
標
が
未
定
で
あ
り
自
己
発
見
や
自
己
形

成
を
強
く
求
め
る
「
一
般
学
生
」（general

students

）�
を
よ
り
大
量

に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
歴
史
的
大
変
化
の
な
か
で
、
そ

の
多
様
化
し
た
学
生
（
要
求

needs

）
に
対
応
で
き
る
大
学
へ
の

改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

�
他
方
、
教
育
制
度
は
こ
の
間
の
経
済
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応

で
き
ず
、
子
ど
も
・
青
年
を
社
会
の
創
造
的
再
生
産
の
担
い
手
に
育

て
る
「
社
会
化
」
に
失
敗
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
「
自
立
で
き
な
い
」

「
自
己
決
定
で
き
な
い
」
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で
き
な

い
」
「
教
養
・
学
力
が
低
下
し
た
」
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
」
生
徒
・
学
生
を
多
数
生
み
出
し
た
。
ま
た
、
自
己

の
生
き
方
や
進
路
を
決
め
ら
れ
ず
に
浮
遊
す
る
高
卒
後
の
「
無
業

者
」
が
ふ
え
て
い
る
の
も
今
日
の
深
刻
な
問
題
で
あ
る
�

。

以
上
の
動
向
は
、
高
等
教
育
を
は
じ
め
教
育
制
度
の
在
り
方
が
、

ま
す
ま
す
国
家
社
会
の
存
亡
に
関
わ
る
位
置
に
シ
フ
ト
し
、
そ
れ
が

同
時
に
国
民
全
体
の
利
害
の
根
底
に
関
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

全
入
時
代
の
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民
的
な
基
盤
・
要
求
に
応

え
て
、
主
体
的
に
変
身
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
エ

リ
ー
ト
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
大
学
が
、
本
当
に
国
民
と
と
も
に

生
き
る
大
学
に
な
る
こ
と
。
こ
こ
に
全
入
時
代
の
大
学
づ
く
り
の
積

極
的
な
意
味
と
課
題
が
あ
る
。
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全
入
時
代
の
大
学
教
育
の
基
本
課
題

―
踏
ま
え
る
べ
き
青
年
学
生
の
実
態
と
変
化
―

全
入
時
代
の
大
学
改
革
は
、
青
年
学
生
の
歴
史
的
・
社
会
的
実
態

や
変
化
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
し
て
は
展
望
で
き
な
い
。
以
下
、
六

点
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
特
徴
と
課
題
を
述
べ
た
い
。

�
能
力
主
義
教
育
の
惨
状
。
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
能
力
主
義

の
社
会
と
学
校
制
度
は
、
過
度
の
競
争
を
強
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
・
青
年
の
学
習
意
欲
や
人
間
的
発
達
を
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど

に
歪
め
た
。�
将
来
�
の
「
よ
い
大
学
・
よ
い
会
社
・
よ
い
生
活
」

を
目
指
し
て
�
今
�
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
こ
と
を
犠
牲
に
す
る
学

校
的
「
勉
強
」
は
、
「
学
ぶ
」
喜
び
を
奪
い
、
「
子
ど
も
期
の
喪
失
」

「
少
年
期
の
不
在
」
�

を
引
き
起
こ
し
、
学
校
か
ら
離
反
す
る
若
者

を
生
み
だ
し
た
。
そ
れ
は
、
社
会
の
主
人
公
と
し
て
世
界
・
社
会
や

人
々
に
開
か
れ
共
同
し
て
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
」
�

を
奪
う

社
会
文
化
構
造
の
反
映
で
あ
る
。こ
の
事
態
は
先
進
国
に
顕
著
な「
基

本
的
人
権
侵
害
の
現
代
的
形
態
」
�

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
点

を
深
く
理
解
す
る
上
で
、
ユ
ネ
ス
コ
『
学
習
権
宣
言
』
は
重
要
で
あ

る
。
宣
言
は
、
人
類
的
・
社
会
的
課
題
に
繋
が
っ
て
、
一
人
一
人
が

「
歴
史
の
主
人
公
」
と
な
る
学
習
こ
そ
が
「
基
本
的
人
権
と
し
て
の

学
習
権
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
概
念
に
照
ら
し
て
日
本
の
教
育
・

学
校
制
度
を
み
れ
ば
、
そ
れ
が
如
何
に
こ
の
理
念
か
ら
遠
く
隔
た
っ

た
も
の
で
あ
る
か
わ
か
る
。
「
国
旗
・
国
歌
法
」
と
そ
の
運
用
実
態

を
加
え
て
み
る
な
ら
ば
、
日
本
の
基
本
的
人
権
は
危
機
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
、
九
〇
年
代
後
半
、
不
登
校
（
小
学
生

二
万
七
百
五
十
四
人
、
中
学
生
八
万
四
千
六
百
六
十
人
、
計
十
万
五

千
四
百
十
四
人
、
一
九
九
七
年
度
）、高
校
中
退
（
十
一
万
千
九
百
八

十
九
人
、
一
九
九
六
年
）
が
増
大
し
た
�

。
そ
れ
は
、
国
際
公
論
（
Ｕ

Ｎ
）
の
場
で
も
、
日
本
の
過
度
の
競
争
教
育
が
若
者
に
ス
ト
レ
ス
を

強
い
、
心
身
の
発
達
に
深
刻
な
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
認
識
さ

れ
、
不
登
校
・
い
じ
め
等
と
の
「
闘
い
」
を
直
ち
に
開
始
す
べ
き
で

あ
る
と
、
国
連
は
日
本
政
府
に
勧
告
を
発
し
て
い
る
�

。

	
子
ど
も
・
青
年
の
学
校
批
判
。
若
者
た
ち
に
よ
る
能
力
主
義
教

育
へ
の
批
判
や
学
習
・
教
育
要
求
の
発
展
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
荒
れ
」
や
「
学
級
崩
壊
」
な
ど
否
定
的
な
形
で
表
出
さ

れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
否
定
的
現
象
の
裏
に
人

間
的
で
積
極
的
な
要
求
が
胚
胎
し
て
い
る
。
小
学
生
で
も
「
苦
役
と

し
て
の
勉
強
」
で
は
な
く
「
生
き
る
た
め
に
有
益
で
も
っ
と
楽
し
い

学
習
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る



。
中
学
生
は
「
自
由
」
に
は
「
責

任
」
が
伴
い
、
そ
の
為
に
「
自
治
」
の
能
力
を
付
け
、
民
主
的
な
ル

ー
ル
と
生
き
方
の
中
身
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
学
習
し
た
い
と
行
動

し
て
い
る
�

。
高
校
生
た
ち
は
『
学
習
権
宣
言
』
に
い
う
学
習
を
自
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ら
実
践
し
、
学
校
の
教
育
や
運
営
（
三
者
協
な
ど
、
教
職
員
・
親
・

生
徒
に
よ
る
学
校
参
加
）
に
も
参
加
し
て
い
る
�

。
そ
れ
ら
は
未
だ

小
さ
な
芽
で
あ
る
が
、
大
き
な
変
化
を
予
兆
さ
せ
る
。
こ
の
点
は
大

量
調
査
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

茨
城
県
教
組
の
調
査
（
複
数
回
答
式
）
に
よ
れ
ば
、
「
授
業
は
受

験
に
必
要
な
科
目
だ
け
や
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
生
徒
は
五
六
％
い
る

が
、
「
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
・
文
化
祭
な
ど
学
校
行
事
を
充
実
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
求
は
七
六
％
と
遙
か
に
強
い
。
ま
た
、
「
志
望
大
学
は

偏
差
値
で
決
め
る
」
と
い
う
生
徒
は
二
二
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
否

定
す
る
生
徒
は
五
八
％
と
三
倍
ち
か
い
。
さ
ら
に
、
「
偏
差
値
の
高

い
大
学
に
い
く
と
将
来
が
約
束
さ
れ
て
い
る
」
と
の
設
問
に
も
、
肯

定
は
二
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
四
七
％
の
生
徒
が
否
定
す
る
�

。
こ
の
回

答
分
布
は
高
校
生
の
多
く
が
偏
差
値
に
よ
る
一
元
的
能
力
主
義
や
そ

の
価
値
観
を
肯
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
延
長
線
上
で
自
分
の
未

来
を
描
く
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

�
高
校
生
・
受
験
生
が
志
望
大
学
を
選
択
す
る
際
に
重
視
す
る
観

点
。
こ
こ
に
も
大
き
な
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
調

査
�

に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
（
複
数
回
答
）。

一
位
は
、「
学
び
た
い
学
部
・
学
科
が
あ
る
」
八
七
・
五
％
、
二
位

「
学
び
た
い
授
業
等
が
あ
る
」
七
六
・
四
％
、
三
位
「
自
分
の
学
力

に
あ
っ
た
学
校
で
あ
る
」
七
二
・
四
％
で
あ
る
。
逆
に
、「
知
名
度
が

高
い
」
は
四
九
・
五
％
、「
歴
史
や
伝
統
が
あ
る
」
は
二
九
・
八
％
と

そ
の
比
重
は
下
が
っ
て
い
る
。
特
に
、
二
位
の
観
点
は
、
九
三
年
と

九
九
年
と
の
比
較
で
八
％
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

�
大
学
生
の
要
求
。こ
れ
に
も
要
求
の
質
的
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

従
来
か
ら
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
（
特
に
私
大
で
）
一
位
「
授
業
料
を
安

く
し
て
ほ
し
い
」
や
二
位
「
学
生
の
居
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

等
の
要
求
に
加
え
、
近
年
、
教
育
内
容
へ
の
要
求
が
高
い
。

日
本
私
立
大
学
連
盟
の
調
査
（
約
一
万
人
）
�

で
は
、
三
位
「
幅

広
い
知
識
・
教
養
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
多
様
な
科
目
選
択
が

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て
ほ
し
い
」
三
三
・
〇
％
、
四
位
「
魅

力
あ
る
教
育
科
目
（
総
合
科
目
・
学
際
科
目
・
副
専
攻
等
）
の
設
置

な
ど
教
養
科
目
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
二
七
・
〇
％
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
共
に
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
求
め
る
学
生
の
声

は
、
リ
ク
ル
ー
ト
「
大
学
別
満
足
度
調
査
」
で
も
確
か
め
ら
れ
る
�

。

�
青
年
層
の
新
し
い
事
態
・
問
題
と
そ
の
意
味
。
識
者
が
指
摘
し

て
き
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
一
元
的
能
力
主
義
が
揺

ら
ぎ
始
め
た
。
競
争
の
教
育
は
「
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
」
と
な
り
、
競

争
は
一
部
の
銘
柄
大
学
に
局
在
化
し
た
。産
業
間
格
差
が
拡
大
さ
れ
、

努
力
す
れ
ば
よ
り
ま
し
な
企
業
・
大
企
業
に
就
職
で
き
る
と
い
う
状

況
で
は
な
く
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
拡
大

し
た
進
学
・
学
力
競
争
や
そ
の
低
年
齢
化
、産
業
間
格
差
の
拡
大
は
、
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競
争
の
結
果
を
早
期
に
青
年
に
感
受
さ
せ
、
「
勉
強
」
（
努
力
・
勤

勉
）
へ
の
無
為
感
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
�

。
こ
の
社
会
・

教
育
構
造
を
反
映
し
て
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
高
卒
後
の
「
未
就
業

者
」＝

「
進
路
未
定
者
」＝

「
無
業
者
」
が
急
増
し
た
。
関
西
の
あ

る
公
立
・
普
通
科
高
校
で
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
こ
れ
が
恒
常
的

に
四
〇
％
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
�

。

こ
の
事
態
を
「
選
職
時
代
の
到
来
」
（
中
日
新
聞
）
と
み
る
向
き

も
あ
る
が
、
む
し
ろ
学
校
・
教
育
制
度
が
現
代
の
社
会
構
造
に
相
応

し
く
子
ど
も
・
青
年
を
一
人
前
の
人
間
に
育
む
こ
と
に
失
敗
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�
以
上
、
「
子
ど
も
期
の
不
在
」、「
無
業
者
」
の
増
大
な
ど
に
象

徴
さ
れ
る
事
態
は
、
歴
史
的
な
危
機
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

次
世
代
の
若
者
を
社
会
に
取
り
込
ん
で
現
実
社
会
を
さ
ら
に
創
造
的

に
再
生
産
し
て
い
く
「
創
造
的
適
応
」
（
勝
田
守
一
）
の
能
力
と
人

格
を
形
成
す
る
と
い
う
教
育
（
シ
ス
テ
ム
）
の
本
来
的
社
会
機
能
が

崩
壊
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
見
地
か
ら
教
育
制
度
・
大
学
の
課
題
を
展
望
す
れ
ば
、
そ
れ

は
学
校
的
「
勉
強
」
を
転
換
し
て
真
の
「
学
び
」
を
保
障
す
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
学
校
・
大
学
像
と
は
何
か
を
生
徒
・
学
生
と
共
に
根
本

的
に
問
い
直
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
な
社
会
的
基
盤
が
つ
く

ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
と
危
機
的
状
況
の
両
面
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
は
、
産
業
社
会
を
人
間
的
な
社
会
と
し
て
ど
う
発
展
可
能

と
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
の
人
類
的

・
社
会
的
な
公
共
性
、
お
よ
び
社
会
の
維
持
発
展
の
為
の
基
礎
的
社

会
的
経
費
（
公
的
教
育
費
）
を
確
保
し
、
優
先
的
に
措
置
す
る
こ
と

な
く
し
て
は
、
産
業
社
会
そ
の
も
の
の
存
続
・
発
展
が
展
望
で
き
な

い
と
い
う
問
題
・
課
題
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

中
教
審
答
申
に
は
展
望
が
な
い

中
教
審
は
、
答
申
「
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
接
続
の
改
善

に
つ
い
て
」
で
、
二
一
世
紀
の
教
育
シ
ス
テ
ム
像
を
提
起
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
危
機
的
状
況
を
克
服
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ら
に

深
刻
化
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
い
。基
本
的
問
題
点
は
以
下
で
あ
る
。

�
答
申
は
「
大
学
と
学
生
の
よ
り
よ
い
相
互
選
択
を
め
ざ
す
」
こ

と
を
基
本
に
、各
大
学
が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
明
示
し
、

受
験
生
は
そ
れ
を
勘
案
し
て
大
学
・
学
部
を
選
択
せ
よ
と
い
う
。
こ

れ
は
、
何
ら
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
背
後
に

は
、
「
加
熱
し
た
受
験
」、大
学
受
験
に
シ
フ
ト
し
た
高
校
教
育
の
歪

み
の
根
本
原
因
を
、大
学
と
高
校
生
・
受
験
生
と
の「
選
択
の
自
由
」

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
問
題
、
お
よ
び
大
学
を
選
択
す
る
者
の
「
自
己
責

任
」
の
問
題
と
す
る
構
図
が
あ
る
。

�
「
加
熱
し
た
受
験
」
を
生
む
元
凶
は
歴
然
と
し
た
大
学
間
格
差
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に
あ
る
が
、
こ
れ
を
隠
し
て
、
国
民
の
学
歴
意
識
や
大
学
序
列
化
の

意
識
の
方
へ
と
責
任
転
嫁
す
る
。
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
八
〇
年
代

臨
教
審
と
変
わ
ら
な
い
古
さ
で
あ
る
。

�
逆
に
、
答
申
は
一
層
、
受
験
競
争
を
激
化
さ
せ
る
構
造
を
も
つ
。

高
校
と
大
学
の
多
様
化
・
種
別
化
を
さ
ら
に
促
進
す
る
為
に
、
大
学

が
入
試
に
お
い
て
「
入
学
後
の
教
育
に
必
要
な
科
目
に
つ
い
て
は
入

学
試
験
に
課
す
」
「
高
等
学
校
で
の
履
修
を
求
め
る
」
と
す
る
。
そ

れ
は
、
高
校
の
教
育
内
容
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
特
定
大
学
へ
の
入
試

科
目
に
偏
重
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
高
校
教
育
の
理
念
・
目

的
（
学
校
教
育
法
四
二
条
一
〜
三
号
、
「
社
会
に
つ
い
て
広
く
深
い

理
解
と
健
全
な
批
判
力
を
養
い
、
個
性
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
」）を

骨
抜
き
に
し
、
民
主
的
主
権
者
を
育
て
る
べ
き
高
校
教
育
の
使
命
を

解
体
し
て
、
特
定
大
学
へ
と
予
備
校
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
、
特
定
の
高
校
・
大
学
へ
の
進
学
競
争
を
さ
ら
に
加
速
・
加
熱
化

さ
せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。

�
こ
の
よ
う
な
高
校
教
育
の
制
度
的
解
体
は
、
高
校
教
育
を
「
完

成
教
育
」
と
は
せ
ず
、
大
学
進
学
を
前
提
と
し
た
「
中
間
の
教
育
段

階
」
と
す
る
認
識
に
も
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
高
校
教
育
が
大
学
へ
の

受
験
教
育
に
な
っ
て
い
る
実
態
を
改
革
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
物

語
る
。
さ
ら
に
、
大
学
に
進
学
し
な
い
五
〇
％
の
高
校
生
の
教
育
や

進
路
指
導
の
問
題
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
国
立
大
学
協
会
は
、
同
中
教
審
・
中
間
報
告
を
批
判
す
る
「
意

見
」
書
を
発
表
（
九
九
年
十
一
月
二
十
二
日
）
し
た
が
、
中
教
審
を

「
全
面
否
定
」
�

し
て
い
る
。

特
に
重
要
な
の
は
、
「
高
等
教
育
の
専
門
分
野
、
進
路
等
の
選
択

の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
（
多
様
化
よ
り
も
）
む
し
ろ
後
期

中
等
教
育
の
標
準
化
、
基
礎
基
本
の
徹
底
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
高
校
教
育
の
さ
ら
な
る
多
様
化
を
期
待
す
る
こ
と
は
時
代

の
要
請
と
逆
行
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
点

で
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
、
こ
の
点
を
強
調
し
た
い
。

全
入
時
代
の
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
四
点
の
べ
た
い
。

�
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
学
力
・
教
養
と
の
結
合

全
入
時
代
に
あ
っ
て
も
大
学
が
高
等
教
育
と
し
て
の
社
会
的
機
能

を
果
た
す
た
め
に
は
、
先
ず
も
っ
て
自
我
・
人
格
の
一
定
の
「
社
会

化
」
が
達
成
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
欧
米
で
は
十
八
歳
で

進
路
意
識
が
確
立
す
る
と
い
わ
れ
る
。
十
八
歳
選
挙
権
も
こ
れ
と
無

縁
で
は
な
い
。
日
本
で
は
、
大
学
生
で
あ
っ
て
も
、
自
己
を
自
覚
的

に
考
え
る
体
験
が
な
い
。
自
分
を
社
会
的
存
在
と
し
て
意
識
す
る
こ

と
も
薄
弱
で
あ
る
。
大
学
生
で
も
「
主
権
者
」
と
い
う
概
念
・
意
識

を
知
ら
な
い
。
こ
の
社
会
的
人
格
の
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
未
発
達
は
、
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自
己
の
社
会
化
を
自
主
的
に
選
択
す
る
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形

成
す
る
）こ
と
や「
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
」を
剥
奪
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
元
凶
に
は
、
能
力
主
義
や
競
争
の
教
育
と

い
う
社
会
文
化
構
造
が
横
た
わ
る
。「
学
び
か
ら
の
逃
走
」や
教
養
の

衰
退
も
、
こ
こ
に
起
因
す
る
。
社
会
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
未

形
成
は
、
本
人
の
幸
福
追
求
権
ば
か
り
か
、
主
権
者
・
市
民
、
勤
労

国
民
と
し
て
の
責
任
あ
る
存
在
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
く

さ
せ
る
。
こ
の
面
を
無
視
し
て
専
門
的
・
職
業
的
知
識
の
い
く
ば
く

か
を
身
に
つ
け
た
と
し
て
も
社
会
の
創
造
的
担
い
手
に
は
な
れ
な

い
。�

教
養
教
育
を
重
視
す
る
こ
と

教
養
の
概
念
は
、
余
り
に
も
通
俗
的
に
理
解
さ
れ
す
ぎ
軽
視
さ
れ

る
現
状
に
あ
る
が
、
そ
の
実
践
と
達
成
は
さ
ら
に
重
視
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。教
養
は
大
き
く
は「
生
き
る
行
為
に
型
式
を
与
え
る
も
の
」

（
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
）、「
関
心
・
意
欲
・
思
想
の
発
展
的
シ

ス
テ
ム
の
働
き
」
（
戸
坂
潤
）
�

で
あ
り
、
政
治
的
・
文
化
的
・
職

業
的
教
養
等
に
文
節
化
さ
れ
る
。
教
養
は
、
教
育
・
学
習
に
よ
っ
て

文
化
を
内
面
化
・
生
活
化
す
る
こ
と
を
通
し
て
人
格
の
社
会
的
諸
能

力
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
人
間
の
本
質
的
な
在
り
方
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
人
間
の
歴
史
を
理
解
し
、
今
日
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
未
来
へ

の
生
き
方
を
洞
察
し
創
造
す
る
根
本
の
力
を
養
う
。
教
養
は
個
人
の

内
面
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
ゆ
え
に
「
個
性
的
教
養
」（
志
摩
陽
伍
）�

と
な
り
、
そ
の
普
遍
性
・
共
通
性
に
よ
っ
て
「
個
性
」
が
う
ま
れ
る

（
教
育
基
本
法
前
文
「
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文
化

の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
」
も
同
旨
）。中
教
審
等
の
い
う
「
多
様
化
」

は
、
こ
の
理
念
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
学
習
共
同
体
づ
く
り
、
自
己
教
育
、
学
生
参
加
の
大
学
に

こ
の
よ
う
な
教
養
教
育
（
特
に
学
士
教
育
）
を
創
造
す
る
に
は
、

大
学
教
育
や
そ
の
文
化
そ
の
も
の
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
学
生
参
加
・
自
治
、
学
習
共
同
体
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

学
生
各
々
の
「
社
会
的
世
界
」
が
交
差
し
討
論
で
き
る
よ
う
な
共
通

の
問
題
関
心
・
知
的
関
心
の
共
有
化
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
教
育
や

授
業
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

�
大
学
教
育
に
お
け
る
労
働
・
職
業
と
研
究
教
育
と
の
結
合

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
は
、
労
働
の
世
界
、
科
学
・
技
術
、
及

び
政
治
経
済
動
向
に
つ
い
て
の
系
統
的
教
育
が
用
意
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
に
相
応
し
い
大
学
教
育
の
条
件
と
は
、
単

な
る
職
業
教
育
に
止
ま
ら
ず
、民
主
主
義
社
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

社
会
的
責
任
意
識
を
も
っ
て
自
己
の
能
力
を
全
面
的
に
発
達
さ
せ
る

学
習
の
機
会
と
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、

さ
き
の
ユ
ネ
ス
コ
「
高
等
教
育
世
界
宣
言
」
を
実
現
す
る
運
動
は
全

入
時
代
の
大
学
人
・
国
民
の
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。
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（注）�
公
的
高
等
教
育
費
の
国
際
的
水
準
の
平
均
値
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・

二
〜
一
・
三
％
で
あ
る
が
、日
本
の
そ
れ
は
〇
・
五
％
と
半
分
以
下

の
低
さ
で
あ
る
。
国
大
協
や
日
本
学
術
会
議
な
ど
も
こ
の
現
状
を

改
め
国
際
水
準
な
み
に
す
る
こ
と
が
大
学
改
革
の
基
本
で
あ
る
と

す
る
。

�
ジ
ョ
セ
フ
・
ベ
ン＝

デ
ビ
ッ
ト
『
学
問
の
府
』
サ
イ
マ
ル
。

�
竹
内
真
一
著
『
失
業
時
代
を
生
き
る
若
者
』
一
九
九
九
年
、
大
月

書
店
、
一
五
〜
一
六
頁
。
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
NO.
三
九
五
、
一
九
九
八
年

三
月
号
。

�
子
ど
も
の
権
利
条
約

市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
編

『
豊
か
な
国
・
日
本
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
期
の
喪
失
』
一
九
九

七
年
、
花
伝
社
、
二
三
〜
二
四
頁
。
竹
内
常
一
著『
少
年
期
不
在
』

一
九
九
八
年
、
青
木
書
店
。

�
新
村
洋
史
著
『
人
権
の
時
代
―
教
育
法
・
児
童
法
と
子
ど
も
の
権

利
を
中
心
に
』
一
九
九
九
年
、
青
山
社
。

�
注
�
の
『
豊
か
な
国
・
日
本
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
期
の
喪
失
』

二
五
〜
二
六
頁
。

�
文
部
省
『
教
育
白
書
』
各
年
度
版
。

�
国
連
・
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の
日
本
政
府
に
対
す
る
最
終
所

見
、
一
九
九
八
年
六
月
二
十
四
日
。

	
教
育
科
学
研
究
会
・
学
校
部
会
編
『
子
ど
も
観
の
転
換
と
学
校
づ

く
り
』
一
九
九
五
年
、
国
土
社
。



九
九
年
度
全
教
・
教
育
研
究
全
国
集
会
、
学
校
づ
く
り
分
科
会
で

の
宮
下

聡
レ
ポ
ー
ト
な
ど
。

�
日
高
教
・
高
校
教
育
研
究
委
員
会
編
『
高
校
生
の
自
主
活
動
と
学

校
参
加
』
一
九
九
八
年
、
旬
報
社
。

�
茨
城
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
編
『
白
書
・
茨
城
の
高
校
』
一
九

九
六
年
。



『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ッ
ジ
メ
ン
ト
』
九
八
号
、
一
九
九
九
年
、
四
六

〜
四
七
頁
。

�
日
本
私
立
大
学
連
盟
編
『
学
生
生
活
白
書
・
新
し
い
大
学
の
あ
り

方
を
求
め
て
』
一
九
九
七
年
、
開
成
出
版
、
三
六
〜
四
七
頁
。

�
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
NO.
三
八
六
、
一
九
九
七
年
四
月
号
「
変
わ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
」。

�
小
島
昌
夫
・
鈴
木
聡
編
『
高
校
教
育
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
一

九
九
六
年
、
国
土
社
。

�
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
NO.
三
九
五
、
一
九
九
八
年
三
月
号
。

�
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
八
日
夕
刊
。

�
戸
坂

潤
『
教
育
と
風
俗
』、同
著
作
集
第
四
巻
。

�
志
摩
陽
伍
・
小
島
昌
夫
編
著『
基
礎
・
基
本
と
共
通
教
養
』一
九
九

九
年
、
日
本
の
教
育
改
革
を
と
も
に
考
え
る
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ａ
。

－５１－


